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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成29年1月26日(2017.1.26)

【公表番号】特表2016-510517(P2016-510517A)
【公表日】平成28年4月7日(2016.4.7)
【年通号数】公開・登録公報2016-021
【出願番号】特願2015-545901(P2015-545901)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/01     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/64     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    5/232    　　　Ｚ
   Ｇ０６Ｆ    3/01     ５１０　
   Ｈ０４Ｎ    5/225    　　　Ｆ
   Ｈ０４Ｎ    5/64     ５１１Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成28年12月5日(2016.12.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デジタル写真を撮る方法において：
　ユーザの頭部にウエアラブルデバイスを装着するステップであって、当該ウエアラブル
デバイスが前記ユーザの周囲の画像を捕捉する方向にシーンカメラを具える、ステップと
；
　前記ユーザの眼による所定の行動を実行して、ウエアラブルデバイスの写真特性を起動
させるステップと；
　前記ユーザの周囲内のある領域の中心点を凝視するステップであって、前記ウエアラブ
ルデバイスが前記中心点に基づくフィールドを撮像しているカメラの焦点と制限付き視野
を決定するステップと；
　前記カメラを起動して前記焦点の中心にある前記制限付き視野の画像を捕捉するステッ
プと；
を具えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法において、前記所定の行動を実行するステップが、前記ウエアラ
ブルデバイスの所定の位置を注視して前記ウエアラブルデバイスの写真特性を起動するス
テップを具えることを特徴とする方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法において、前記所定の行動を実行するステップが、前記ウエアラ
ブルデバイスの所定の位置を注視して、前記ウエアラブルデバイスのＴａｋｅ　Ｐｈｏｔ
ｏ　ＬＥＤを注視するステップを具える写真特性を起動するステップを具えることを特徴
とする方法。
【請求項４】



(2) JP 2016-510517 A5 2017.1.26

　デジタル写真を撮る方法において：
　ユーザの頭部にウエアラブルデバイスを装着するステップであって、当該ウエアラブル
デバイスが前記ユーザの周囲の画像を捕捉する方向にシーンカメラを具える、ステップと
；
　前記ウエアラブルデバイスの所定の位置を注視して前記ウエアラブルデバイスの写真特
性を起動するステップと；
　前記ユーザの周囲内のある領域の中心点を凝視するステップであって、前記ウエアラブ
ルデバイスが前記中心点に基づくフィールドを撮像しているカメラの焦点と制限付き視野
を決定するステップと；
　前記カメラを起動して前記焦点の中心にある前記制限付き視野の画像を捕捉するステッ
プと；
を具えることを特徴とする方法。
【請求項５】
　請求項４に記載の方法において、前記ウエアラブルデバイスの所定の位置を注視して写
真特性を起動するステップが、前記ウエアラブルデバイスが前記ＬＥＤを変化させて前記
写真特性が起動するまで、前記ウエアラブルデバイスのＴａｋｅ　Ｐｈｏｔｏ ＬＥＤを
注視するステップを具えることを特徴とする方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の方法において、前記ＬＥＤの色が変化して、前記写真特性が起動する
ことを表示することを特徴とする方法。
【請求項７】
　請求項４に記載の方法がさらに、仮想フレームの対向するコーナを注視して、前記制限
付き視野を認識するステップを具えることを特徴とする方法。
【請求項８】
　デジタル写真を撮る方法において：
　ユーザの頭部にウエアラブルデバイスを装着するステップとであって、当該ウエアラブ
ルデバイスが前記ユーザの周囲の画像を捕捉する方向にシーンカメラを具える、ステップ
と；
　前記ウエアラブルデバイスの所定の位置を注視して前記ウエアラブルデバイスの写真特
性を起動するステップと；
　前記ユーザ周囲内のある領域の仮想フレームの対応するコーナを注視するステップであ
って、前記ウエアラブルデバイスが当該認識したコーナに基づいて、
、前記ウエアラブルデバイスが前記中心点に基づく前記カメラの撮像フィールドの焦点と
制限付き視野を決定するステップと；
　前記カメラを起動して前記焦点の中心にある前記制限付き視野の画像を捕捉するステッ
プと；
を具えることを特徴とする方法。
【請求項９】
　請求項８に記載の方法において、前記ウエアラブルデバイスの所定の位置を注視して写
真特性を起動するステップが、前記ウエアラブルデバイスが前記ＬＥＤを変化させて前記
写真特性が起動したことを表示するまで、前記ウエアラブルデバイスのＴａｋｅ　Ｐｈｏ
ｔｏ ＬＥＤを注視するステップを具えることを特徴とする方法。
【請求項１０】
　請求項９に記載の方法において、前記ＬＥＤの色が変化して、前記写真特性が起動する
ことを表示することを特徴とする方法。
【請求項１１】
　デジタル写真を撮るデバイスにおいて：
　ユーザの頭に装着するように構成したウエアラブルデバイスと；
　当該ウエアラブルデバイス上の内部カメラであって、前記ユーザが前記ウエアラブルデ
バイスを装着した時に、眼の画像を測定している眼を取得するように構成した内部カメラ
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と；
　前記ウエアラブルデバイス上の外部カメラであって、前記ユーザが前記ウエアラブルデ
バイスを装着した時に、前記ユーザの周囲の画像を取得するように構成した外部カメラと
；
　前記内部カメラに接続して前記ユーザがユーザの眼で所定の行動を実行して前記ウエア
ラブルデバイスの写真特性を起動するときを決定し、前記外部カメラに接続して前記ユー
ザの周辺内のある領域を所定の方法で前記ユーザが注視する時を決定し、前記所定の方法
に基づいて前記外部カメラの撮像視野についての焦点と制限付き視野を決定し、前記外部
カメラを起動して前記焦点周囲に中心がある前記制限付き視野の画像を捕捉する、一また
はそれ以上のプロセッサと；
を具えることを特徴とするデバイス。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のデバイスが更に、前記ウエアラブルデバイス上にＴａｋｅ　Ｐｈｏ
ｔｏ　ＬＥＤを具え、前記所定の行動が、前記一またはそれ以上のプロセッサが前記ユー
ザが前記Ｔａｋｅ　Ｐｈｏｔｏ　ＬＥＤを注視していることを決定することを具えること
特徴とするデバイス。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のデバイスにおいて、前記一またはそれ以上のプロセッサが、前記Ｔ
ａｋｅ　Ｐｈｏｔｏ　ＬＥＤに接続されており、ユーザが当該Ｔａｋｅ　Ｐｈｏｔｏ　Ｌ
ＥＤを注視するときに、前記一またはそれ以上のプロセッサが前記ＬＥＤの色を変化させ
て、前記写真特性が活性であることを表示することを特徴とするデバイス。
【請求項１４】
　デジタル写真を撮る方法において：
　ユーザの頭部にウエアラブルデバイスを装着するステップであって、当該ウエアラブル
デバイスが前記ユーザの周囲の画像を捕捉する方向に向けたシーンカメラを具える、ステ
ップと；
　前記ウエアラブルデバイスの予め決められた位置を凝視して当該ウエアラブルデバイス
の写真特性を起動させるステップと；
　前記ユーザの周囲内のある領域の中心点を凝視するステップであって、前記ウエアラブ
ルデバイスが前記中心点に基づくフィールドを撮像しているカメラの焦点と制限付き視野
を決定するステップと；
　前記カメラを起動して前記焦点の中心にある前記制限付き視野の画像を捕捉するステッ
プと；
を具えることを特徴とする方法。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の方法において、前記ウエラブルデバイスの予め決められた位置を凝
視して当該ウエアラブルデバイスの写真特性を起動させるステップが、当該ウエラブルデ
バイスがＴａｋｅ　Ｐｈｏｔｏ　ＬＥＤを変化させるまで前記ウエアラブルデバイスのＴ
ａｋｅ　Ｐｈｏｔｏ　ＬＥＤを注視して、前記写真特性が起動することを表示するステッ
プを具えることを特徴とする方法。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の方法において、前記ＬＥＤが色を変化させて前記写真特性が起動す
ることを表示すること特徴とする方法。
【請求項１７】
　請求項１４に記載の方法がさらに、仮想フレームの対向するコーナーを凝視して、前記
制限付き視野の画像を認識するステップを具えることを特徴とする方法。
【請求項１８】
　デジタル写真を撮るデバイスにおいて：
　ユーザの頭に装着するように構成したウエアラブルデバイスと；
　当該ウエアラブルデバイス上の視線追跡カメラであって、前記ユーザが前記ウエアラブ
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ルデバイスを装着した時に、眼の視線追跡画像を取得するように構成した視線追跡カメラ
と；
　前記ウエアラブルデバイス上のシーンカメラであって、前記ユーザが前記ウエアラブル
デバイスを装着した時に、前記ユーザの周囲の画像を取得するように構成したシーンカメ
ラと；
　前記視線追跡カメラと前記シーンカメラに接続して、前記ユーザが前記ウエアラブルデ
バイスの所定の位置を凝視して前記ウエアラブルデバイスの写真特性を起動する時と、前
記ユーザの周囲内のある領域の仮想フレームの対向するコーナーを凝視する時を決定する
一またはそれ以上のプロセッサであって、前記認識したコーナーに基づいて前記カメラの
焦点と撮像フィールドの制限付き視野を決定し、前記シーンカメラを起動して、前記焦点
の中心にある前記制限付き視野の画像を捕捉する、一またはそれ以上のプロセッサと；
を具えることを特徴とするデバイス。
【請求項１９】
　請求項１８に記載のデバイスがさらに、前記ウエラブルデバイス上にＴａｋｅ　Ｐｈｏ
ｔｏ　ＬＥＤを具え、前記所定の動作が、前記一またはそれ以上のプロセッサが、前記ユ
ーザが前記Ｔａｋｅ　Ｐｈｏｔｏ　ＬＥＤを凝視する時を決定する動作を具えることを特
徴とするデバイス。
【請求項２０】
　請求項１９に記載のデバイスにおいて、前記一またはそれ以上のプロセッサが前記Ｔａ
ｋｅ　Ｐｈｏｔｏ　ＬＥＤに接続されており、ユーザが当該Ｔａｋｅ　Ｐｈｏｔｏ　ＬＥ
Ｄを凝視した時に、前記一またはそれ以上のプロセッサが前記ＬＥＤの色を変化させて前
記写真特性が起動することを表示することを特徴とするデバイス。
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